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本書は、平成14年度文化庁芸術拠点形成（展覧会事業等支援）事業の委託を、愛知県博物館協会子

どもと博物館研究会が受け実施した地域連携事業『伝えるということは？～学芸員が贈る子どもたち

へのメッセージワークショップ～』における事業実施報告書である。

子どもと博物館研究会は、平成11年5月に愛知県博物館協会内に発足し、これまで平成12年度文部

省「親しむ博物館づくり事業-あいち子ども体験ミュージアム事業」をはじめ、研究会や見学会などを

実施してきた。研究会員は、愛知県博物館協会加盟館の学芸員を中心に構成されている。平成14年度

は、館園だけではなく、外部の教育関係者にも会員を募った。

最近では、幼児を含めた子どもを対象としたさまざまな事業が注目され、研究会を発足しようと考

え始めた平成10年当時とは、ずいぶん子ども対象事業をめぐる環境が異なってきている。「子ども向

け事業に対する周りの理解がない。」という時代から、「数多ある行事から秀でるための何かが必要で

ある。」という時代になってきたと言える。ただ、入館者数と展覧会の善し悪しが比例しないのと同様、

良い講座と応募者数・参加者数はおそらく比例しない。にもかかわらず、いずれも人数や歳入で評価

される時代となってきた。オリジナリティが踏み荒らされる時代にもなってきた。研究史も踏まえ、

先駆者を評価し、地道に、しかもその時々の子どもたちやその保護者のニーズに応えられる活動が、

今求められている。

ただ、理想と現実のギャップは我々がたえず直面する問題であり、今回の本事業も準備が整わぬま

ま動き出した勇み足であるとともに、12月に委嘱の通知を受けた事業を翌1月12日から実施するとい

う強硬なスケジュールに、連携によって成り立つ当研究会が対応不能であったことも確かである。今

流行している（あえて流行という言葉を使いたい）「連携」という言葉の矛盾を身をもって感じ、反省

のみが支配するものである。ただ、前向きに考えれば、自館では限られた人脈の中で事業を展開して

いる学芸員が、他の方法を学び合う良い機会であった。

前回の『あいち子ども体験ミュージアム事業』は、時間を長くとったワークショップの企画であっ

た。今回は、数多くの子どもを対象としなければならない場合の心得を、多くの反省から学んだと言

える。実績として学芸員が入館者数を問われる以上、これまでのような少数制の講座だけでは館の存

亡にかかわってくる。発言力がその研究実績ではなく、集客実績から生まれる時代だとすれば、形振

り構わぬ一面も必要だと思う。研究者であることを肝に銘じながら.....。

この報告書が、これからの博物館活動に際し、失敗も含め少しでも役に立てばと思う。

2003.3.31 愛知県博物館協会　子どもと博物館研究会

（文責　事務局）
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「伝えるということは？」ワークショップ記録DVD
※このディスクは、DVDビデオ対応のプレーヤーで再生して下さい。
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本事業は、文化庁の平成14年度「芸
術拠点形成事業（展覧会事業等支援）」
の委嘱を愛知県博物館協会子どもと博
物館研究会が受けて実施したものであ
る。委嘱を受けた愛知県博物館協会子
どもと博物館研究会の研究会員の中か
ら今回の委嘱事業に参加したい会員を
募り、さらに研究会員外の方にも数多
くご協力をお願いして事業を実施した。
事業は10のワークショップとそれに付
随する展覧会から成り立っている。
●組織
事務局は展覧会場となり、ワークシ

ョップを最も多く実施する一宮市博物
館に置き、事務的な処理および報告書
作成を担った。表1が参加した学芸員
などの氏名と所属館、ご協力を得た
方々の氏名などである。会場となった
博物館・美術館を始め、参加者・協力
者はもちろん、所属する館園にもたい
へんなご迷惑をおかけし、また、あた
たかいご協力をいただいた。末尾の謝
辞にご芳名を記載したので、ご参照い
ただきたい。

●事業概要
今回の展覧会、ワークショップに共

通するテーマは「伝えるということ
は？～学芸員が贈る子どもたちへのメ
ッセージ～」である。我々学芸員は、
調査研究を通じて得た情報や資料を、
展覧会の開催や展覧会図録の発行、研
究論文の発表などで公開している。た
だ、それぞれのよりどころとする分野
での考え方に影響されることが多いと
言える。例えば考古学や民俗学と美術
とでは取り扱う資料も異なり、研究方
法も違うため、両者の学芸員にあまり
接点がないように、歩み寄りにくい部
分も多々ある。しかし、いずれも人が

作ってきた業績を研究しており、必ず
や接点があるものである。そこで、そ
れぞれの学芸員が「伝えたいこと」を
「子ども」を媒体にして今回は考えてみ
た。

植物や動物、岩石などの自然資料をめ
ぐって人が活動をしているという様子
が表現されたである（4ページ／図1）。
もちろん、時間的な余裕が全くない中
で、Eメールを多用した情報交換の中
でやっとできあがったわけで、従来の
電話や会合という方法をとっていたら、
おそらくこの事業は達成できなかった。

（1）展覧会
○会場／一宮市博物館特別展示室
展覧会は「伝えるということは」と

いう共通テーマの中で、それぞれの分
野が小テーマを設けて企画した。展示
は、以下の7つの部門に分かれている
（写真1）。それぞれの内容については
各報告に記載した。
・普及部門「伝えるということ」
・考古部門「貝塚からわかる縄文時代の食べもの」
・陶芸部門「現代のやきもの作者からのメッセージ」
・美術部門「絵のこころ・絵の道具」
・歴史部門「伝える手段（てだて）」
・民俗部門「民具（みんぐ）と話そう」
・自然部門「自然と人とのかかわり」

（2）ワークショップ
今回の事業の場合、「ともにつ

くりだす」という方向性ではな
いやり方をしているため、ワー
クショップという言葉を本来は
使用すべきではない。この言葉
を使用してしまったことを、深
く反省している。しかし、便宜
的に、以下ワークショップとい
う言葉を使わせていただきたい。
ワークショップは、4つの会

場で合計10日間実施した。それぞれの
内容については各報告に記載した。募
集方法などの詳細については、それぞ
れの報告によるとして、会場が一宮市
博物館のものについては、図2の配布
したリーフレットを参照されたい。時
間は美術をのぞいて 10時から 12時、
13時から15時の2回であるが、定員
がないもの、あるものが混在していた
ため、来館者側に混乱が生じた。
○会場／一宮市博物館
・民俗ワークショップ

・陶芸ワークショップ
「さわって、感じて、作ってみよう」（2003.1.19）
・歴史ワークショップ
「おてがみ道場」ほか（2003.1.26）
・考古ワークショップ
「縄文人になろう」（2003.2.2）
・美術ワークショップ
「いろんな絵の具をためしてみよう」（2003.2.9）
・遊びのワークショップ
「おしゃべりなロープ」（2003.2.16）
・ワークショップ総集編（2003.2.23）
○会場／愛知県陶磁資料館
・陶芸ワークショップ
「さわって、感じて、作ってみよう」（2003.2.9）
○会場／鳳来寺山自然科学博物館
・自然ワークショップ
「ひな祭りのひし餅をつくろう」（2003.3.2）
○会場／豊橋市美術博物館　　　　　　　
・考古ワークショップ
「体験！弥生生活」（2003.3.23）

（3）映像記録の作成
今回は、展示室に普及活動に関わる

簡単な映像（徳川美術館「刀バラバラ
事件」）を公開したとともに、各ワーク
ショップの様子を映像記録として残し
た。それを編集し、本書に添付した。
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本事業の概要 伝えるということは？えるということは？
～学芸員が贈る子どもたちへのメッセージ～

＜ ワ ー ク シ ョ ッ プ 編 ＞

子 博 研特 別 企 画

平成14年度

愛知県博物館協会子どもと博物館研究会は、一宮市博物館を会場として、いろいろな
分野の学芸員が企画した子ども向けのワークショップをおこないます。美術、歴史、民
俗、考古など子どもにはむずかしそうに見えることも、五感を使って伝えていきます。
詳しくは裏面をご覧下さい。

○1月12日(日)「つくって遊ぼう！」

○1月19日(日)「さわって、感じて、作ってみよう！」

○1月26日(日)「おてがみ道場」「江戸時代の遊び」

○2月 2日(日)「縄文人になろう！」

○2月 9日(日)「いろんな絵の具をためしてみよう！」

○2月16日(日)「おしゃべりなロープ」

○2月23日(日)「ワークショップ総集編」

〒491-0922 一宮市大和町妙興寺2390
TEL 0586-46-3215
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一宮市博物館
休館日●1月14日（火）、20日（月）、27日（月）、2月 3日（月）、10日（月）、12日（水）、17日（月）

開館時間●午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで）

観覧料●（常設展含む）一般＝200円（160円）高校生・大学生＝100円（80円）小・中学生＝50円（40円）

＊（ ）は20人以上の団体料金 ※土曜日は小・中学生無料（ただし、土曜日が祝日に当たる場合は除く）

企画 愛知県博物館協会子どもと博物館研究会・一宮市博物館 会場 一宮市博物館講座室

子どものための展覧会「伝えるということは？」
一宮市博物館にて同時開催中！
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愛知県博物館協会子どもと博物館研究会企画

何ができるかな.....。いつ行こうかな...。

どうじょう えどじだい あそ

くわしくは、
裏面を見てね。

伝えるということは？伝えるということは？
～学芸員が贈る子どもたちへのメッセージ～

○ワークショップのご案内○

こうせき

1月12日(日) 民俗ワークショップ
「つくって遊ぼう」

1月19日(日) 現代陶芸ワークショップ
「さわって、感じて、作ってみよう」

1月26日(日) 歴史ワークショップ
「おてがみ道場」「江戸時代の遊び」

2月2日(日) 考古ワークショップ
「縄文人になろう」

2月9日(日) 美術ワークショップ
「いろんな絵の具をためしてみよう」

2月16日(日) 遊びのワークショップ
「おしゃべりなロープ」

2月23日(日) ワークショップ総集編
時間 10：00～12：00、13：00～15：00の間ならいつでもOK！

○6回のワークショップの中から、いくつかを選んで行います。

あんない

あそ

どうじょう

じょうもんじん

え ぐ

そうしゅうへん

なか えら

○手まりをつくろう
○ヤマブキであそぼう
○草（くさ）で人形（にんぎょう）をつくろう
○ワラで刀（かたな）をつくろう
○ムギワラでネジリカゴをつくろう
○ドングリでコマをつくろう

時間 10：00～12：00、13：00～15：00
の間ならいつでもOK！

講師 脇田節子さんほか

時間 1回目 10：00～12：00
2回目 13：00～15：00

講師 陶芸作家 西村陽平さん

○目かくしをして手でさわったもの
をことばにしたり、音を聞き、それ
からイメージしたかたちを、粘土を
使って、目かくしをしたままでつく
ってみよう。

○縄文食（じょうもんしょく）をたべよう
○魚（さかな）や貝（かい）をしらべよう
○石器（せっき）を使おう
○縄文服（じょうもんふく）を着よう
○縄文（じょうもん）のもようをつけよう
○土器（どき）をあらってみよう

さわってみよう

時間 10：00～12：00、13：00～15：00
の間ならいつでもOK！

○鉱石などをくだいたり、すりつ

ぶしたりして自分の絵の具を作っ

てみよう。

時間 10：00～12：00
※当日定員になり次第、締め切ります。

時間 10：00～12：00、13：00～15：00
の間ならいつでもOK！

○手紙の材料を知ろう

○パズルで手紙の文面作り

○手紙の折り方・包み方

○作って遊ぼう貝あわせ

○殿様の遊んだすごろく

てがみ ざいりょう し

てがみ ぶんめん づく

てがみ お かた つつ かた

つく あそ かい

とのさま あそ

えどじだい あそ

おと き

ねんど

時間 10：00～12：00、13：00～15：00
の間ならいつでもOK！

企画 愛知こどもの国 育成環境課
（財団法人愛知公園協会）

○小さな子どもから大人までを対象
としたプログラム。口や目を使わず
に、メッセージを送ってみよう。
「おしゃべりなロープ」をつくって
みよう！

たいしょう

おこなかい

つか

注意！
☆ワークショップはすべ
て当日の申し込みです。
☆会場の都合で人数制限
をすることがありますの
で、ご了承下さい。
☆参加費は無料ですが、
博物館入館料が必要で
す。

じぶん え ぐ

（写真1）展示室の様子

（図2）
配付リーフレット（表／裏）

そして、最後にできあがりとして、

「つくって遊ぼう」（2003.1.12）



展　示

伝えるということは？
～学芸員が贈る子どもたちへのメッセージ

○○日時○○
平成15年1月11日（土）～2月23日（日）

○○会場○○
一宮市博物館

講座室
ワークショップ会場

○教育普及
「伝えるということ」

自然部門
「自然と人とのかかわり」

美術部門
「絵のこころ・絵の道具」

○歴史部門
「伝える手段」

○民俗部門
「民具と話そう」

○陶芸部門
「作者からのメッセージ」

○考古部門
「貝塚からわかる縄文時代の食べもの」

（図1）展示室配置図


